
大学認証評価機関の取組みとその特色 2005年 7月16日(土) 

時 間 講 義 項 目 

13：00 

～ 

13：30 

□〔大学基準協会〕認証評価２年度目の実施プログラムとその特色 
  ～評価の精神と実施の実際～ 

(財)大学基準協会   柳井 道夫 
１．基準協会の略史とその精神 
２．大学とは～評価の基準とプロセス 
３．評価の確定と質保証～申し立てと改善報告 
４．評価の特徴～内発的自己改善のお手伝い 

13：30 

～ 

14：00 

□〔大学評価・学位授与機構〕評価基準・実施プログラムとその特色 
(独)大学評価・学位授与機構   荻上 紘一 

１．評価の目的～教育研究の｢質向上｣と｢個性伸張｣／社会的責任説明 

２．評価の方針～｢目的・目標｣に即した評価／訪問調査(２泊３日)の重視 

３．大学情報データベースによる評価支援 

４．国立大学法人にとって～法人評価との関連 

５．公立大学・私立大学にとって～そのインセンティブ 

14：10 

～ 

14：40 

□〔日本高等教育評価機構〕試行評価結果と実施プログラムの特色 
(財)日本高等教育評価機構   髙倉  翔 

 
１．評価の意義と精神 
２．評価基準とプロセス 
３．評価結果とその活用 
 

14：40 

～ 

15：10 

□ 大学の質保証と認証評価システムへの期待 
文部科学省   奈良  哲 

１．なぜ今評価なのか 

２．事後評価の中核としての認証評価制度の導入と発展 

３．認証評価制度における今後の課題 

４．評価において留意しなければならないこと 
 

15:20～17:00 〔パネル討論〕 

□ 日本型大学評価システムの進路をめぐって 
〈パネリスト〉                 〈論  点〉 
柳井 道夫 
荻上 紘一      認証評価機関それぞれの特色／評価基準の示す質とは 
髙倉  翔   ｢教育研究等の総合的な状況｣とは／どんな質を、誰に対して保証するのか 
奈良  哲    どのような組織で評価に望むのか(誰が評価者か)／評価者の確保は 
  〈司 会〉       評価者の客観性や能力の確保は(いかなる研修をするのか) 
舘   昭       大学における自己評価の課題／個々のコストはどうか 

桜美林大学     社会全体としてのコストはどうか／質保証としての国際通用性は 

 


